
ＳＢＣ車輌のブレーキオイル交換手順 
 
重要： 
－ 電圧を維持するためバッテリーチャージャーを使用・接続すること 
－ 認証された注入・排出デバイスを使用すること 
－ 注入・排出デバイスが充分に満たされていること 
－ 容器は少なくとも 3 リッタの容量を持つこと 
－ ブリードバルブ圧は 100 bar を超えること 
－ ブリードスクリューが滑って外れないようにＥＨＢアダプタ（211 589 01 91 ００）で

ブリーディングホースを固定すること 
－ ブリーダホースをしっかりと持つこと 
 
ブリーディングの手順確認 
1 リア右へのブレーキライン 
2 リア左へのブレーキライン 
3 フロント左へのブレーキライン 
4 フロント右へのブレーキライン 
 
 
テスト手順 
－ 注入・排出デバイスを接続し圧力を 2 bar 以上に設定 
－ 圧力は 2.5 bar を超えないこと 
－ 圧力が上昇するまで待ちます 
 
－ 容器が完全に空でなければいけません。 
－ リア右キャリパのブリーダスクリューを開けます 
－ ブリーダホースをしっかり持ちます。 
 
－ 注入・排出装置のスイッチを切ります 
－ 圧力が落ちるまで待ちます 
－ 注入・排出装置を外します 
 
重要： ブリーディングを確実にするため、注入・排出デバイスはブレーキフルードリザバー

から分かれていること 
 
－ 注入・排出デバイスを接続し圧力を 0.5 bar にセット 
－ 圧力が上昇するまで待ちます 
 
－ 注入・排出ユニットの圧力を 0 bar に減じます 
－ 注入・排出装置のスイッチを切ります 
－ 注入・排出ユニットは接続したままにします 
－ 圧力が落ちるまで待ちます 
－ 注入・排出ユニットにシャットオフバルブがあれば閉じておきます 
－ 注入・排出ユニットのスイッチを入れます 
 
－ 注入・排出ユニットの圧力を 2.0 bar にセットします 
－ シャットオフバルブがある場合は開けます 
－ 圧力が 2.5 bar を超えてはいけません 
－ 圧力が上昇するまで待ちます 



－ ブリーダホースをしっかり持ちます 
 
 
ブレーキフルードが気泡無しで流れ出した後の手順 
－ リア右ブレーキキャリパのブリーダスクリューを閉めます 
－ リア左ブレーキキャリパのブリーダスクリューを開けます 
－ ブリーダホースをしっかり持ちます 
 
 
ブレーキフルードが気泡無しで流れ出した後の手順 
－ リア左ブレーキキャリパのブリーダスクリューを閉めます 
－ フロント左ブレーキキャリパのブリーダスクリューを開けます 
 
－ ブレーキペダルを少なくとも 5 回踏んでリリースします（ポンプ） 
－ ブレーキフルードが気泡無しで流れ出したらポンピングをやめます 
 
－ フロント左ブレキキャリパのブリーダスクリューを開いておきます 
－ ブリーダホースをしっかり持ちます 
 
ブレーキペダルを少なくとも 5 回踏んでリリースします（ポンプ） 
 
 
 
 
 
 
 


